
 

第２回 「山形デジタル道場」 

～ コロナ下における必要最小限の接触への取組み ～ 

 

                  日 時：令和２年12月22日（火） 

                            13時30分～15時00分 

                  場 所：ZoomによるWeb会議 

                      （主会場：県庁15F e-ﾗｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ） 

 

次  第 

 

 １ 開  会 

 

 ２ あいさつ 

 

 ３ 講  座 

（１）行政手続きのオンライン化に向けた「やまがたｅ申請」

の活用について 

（山形県みらい企画創造部ＩＣＴ政策推進課） 

 

（２）テレワークの導入と働き方改革について 

（ＮＴＴ東日本ビジネスイノベーション本部 

地方創生推進部公共ビジネス担当 白金 貴之） 

 

（３）デジタル化取組み事例について 

                （南陽市みらい戦略課 課長補佐 佐野 毅） 

 

４ その他 

 

 ５ 閉  会 



行政手続きのオンライン
化に向けた「やまがたｅ
申請」の活用について

令和２年１２月２２日（火）

山形県みらい企画創造部 ＩＣＴ政策推進課

資料１
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第２回「山形デジタル道場」

～コロナ下における必要最小限の接触への取組み ～



行政手続きのオンライン化は、地方自治体に
おいて急務の課題！

（背景）

①新型コロナウイルス感染症拡大に伴う、住民との

対面による手続きの削減が必要。

②テレワーク等の新たな働き方の拡大により、職場の自席に

不在でも、対応できる環境が必要。

③政府の動向

・デジタル庁創設、書面・押印・対面規制の見直し

・国の指針（※）でも、地方公共団体が優先的にオ

ンライン化すべき手続きを明示。

※ R2.3.4 地方公共団体におけるオンライン利用促進指針の改訂等について（通知）



行政手続きのオンライン化はなぜ進まない？

１ オンライン化と言っても、何から始めていい
かわからない・・・。

２ オンライン化には、費用がかかる・・・。

（システムの導入、端末等の機器の導入など）

３ そもそも手続き所管課や地域住民からのオン
ライン化のニーズがない・・・。
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日常の業務でこんな業務はありませんか？

（庁内の職員向け業務）

・職員向け研修会の参加申込取りまとめ業務

・職員向け貸出備品の受付業務（パソコン、プロジェク

ター等）

・職員向けアンケートの集計

（住民向け業務）

・各種イベントの申込受付

・職員採用試験申込受付

・各種アンケート集計（講演会参加者向け、住民からの意

見集約、新施設・ＰＲキャラクターの愛称募集等）
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前ページの業務等において、下記のような作
業に時間を取られていませんか？
（研修会、イベントの申込受付等）

・電話対応

・出席者のとりまとめ（郵送、ＦＡＸ、メールの申込内
容をexcelに転記する等）

（職員採用試験申込受付）

・受験申込者のとりまとめ

・受験票の郵送

（アンケート集計）
・回答の集計 など 5



やまがたe申請（電子申請サービス）を
使いましょう！
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やまがたe申請キャラクター
スグニー

【申込画面イメージ（研修申込画面の一例）】



やまがたe申請（電子申請サービス）っ
て例えば何ができるの？

①各種イベント、研修の申込受付

②各種行政手続きの申請、届出の受付

③上記①、②に係る申込内容の集計

④申込者への連絡等メールの一斉送信、

添付書類の返送
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市町村業務では、例えばどんな事に使っ
てるの？①

※現在、やまがたe申請の電子申請サービスを活用している市町村の例

（下線付きの手続きは、マイナンバーカード利用手続き）

（山形市）

・児童手当関係届出（新規認定請求など）

・危険物取扱者選任届出書

・消防訓練通知書

（舟形町）

・舟形町学生応援特産品給付事業申込フォーム

・令和２年度舟形町職員採用試験受験申込

・令和2年度舟形町成人式の出欠確認
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市町村業務では、例えばどんな事に使っ
てるの？②

※現在、やまがたe申請の電子申請サービスを活用している市町村の例
（下線付きの手続きは、マイナンバーカード利用手続き）

（南陽市）

・粗大ごみの収集申込

・犬の登録申請、死亡届

・水道開栓・閉栓受付票

（酒田市）

・オンライン申請促進キャンペーン（酒田市電子申請促進奨励金）応募申請

・認可保育所・認定子ども園の入所申込書の事前送信

・「みんなでつくろう！世界一あたたかいバリアフリーマップ」
参加者アンケート 9



文章や説明だけでは、いまいちイメージ
が湧かない・・・。

実際に電子申請サービスの

利用方法を見てみましょう！

（以下より動画開始）
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実際に電子申請サービスを使う場合、
何から始めればいいの？

（例）イベント申込受付を電子申請で行いたい場合

①当該イベントの概要、申込書を紙ベースで作成

②①を元に、各市町村の情報主管課に、電子申
請サービスで受付できないか相談

③各市町村の情報主管課で、電子申請サービス
の申込様式作成

④各手続所管課で様式の内容確認。問題なけれ
ば、情報主管課に公開依頼し、受付開始
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電子申請サービスの便利な機能①
・検索機能
氏名、申込日時、様式名、申込の処理状況等から、
該当する申請を検索できます。
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①検索条件を入力

②検索



電子申請サービスの便利な機能②
・ＣＳＶファイル出力機能
便利な機能①で検索した申請内容をＣＳＶ形式のファ
イルで出力できます。（集計に便利！）
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電子申請サービスの便利な機能③
・メール一斉送信
便利な機能①で検索した申請者に、事務連絡等をする場合に、

メールの一斉送信が可能。
※送信元アドレスは、システム専用アドレスを使用するので、担当者の個人アドレスが特定さ

れません。
※宛先はＢＣＣで送付するので、他の申請者にアドレスが見えることはありません。
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電子申請サービスの便利な機能④
・ファイルアップロード
便利な機能①で検索した申請者に、ファイル
の一斉送信が可能。
※申請者は、電子申請サービスにログインし、ダウンロードを行う
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電子申請サービスの便利な機能⑤
・大量一括処理機能
検索で指定した申請者に、送信時間を指定して、
ファイルの一斉送信が可能。

（素朴な疑問）
便利な機能④のファイルアップ
ロードと何が違うの？
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ファイルアップロードと大量一括処理機能の
違い

（ファイルアップロード）

・全く同一の書類を複数の申請者に一斉送信する。

例：イベントの参加申込者に当日の資料を事前送付する。

・送信時間の指定はできない。（アップロードしたタイミングで即送信）

（大量一括処理）

・書類のひな型は同じだが、申請者ごとに異なる記載内容の書類を一斉送信する場合

例：職員採用試験の受験票（ひな型は同じだが、受験者ごとに記載する氏名、
受験番号、受験会場等が異なる。）

⇒システムにひな型を設定後、そのひな型に差し込む項目を設定し、送信する。

・送信時間の指定ができる。（○月△日××時□□分に送信） 17



電子申請サービスの便利な機能⑥
・ＰＤＦテンプレート機能
電子申請様式で入力された項目を、紙様式上の該当項目

に差し込んで出力する機能。（差し込んだデータはPDFで
出力できる）

 （当該機能がなぜ必要か？）

 紙様式と電子申請の両方で申込を受け付ける場合、それぞれの様
式を印刷すると、形式が異なるため、取りまとめや整理が煩雑。

 ※例えば、職員採用試験申込受付において、毎日申込様式を印
刷して内容をチェックする作業がある場合、紙と電子で様式
が異なると、チェックがしづらいため、当該機能が必要となる。
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ＰＤＦテンプレートイメージ
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電子申請で入力された項目

ＰＤＦ
テンプレート

出力

電子申請で入力された項目が
紙ベースの様式に差し込まれる。
（印刷して、その他の紙の申込
書と併せて、とりまとめ可能）



その他便利な機能

 ・任意ＵＲＬ、ＱＲコード作成
イベントのチラシ等に掲載する、電子申請申込用の

個別のＵＲＬ、ＱＲコードを作成できます。（作成は
電子申請様式の完成前でもできるので、チラシ印刷を
急ぐ場合でも対応可能です。（電子申請様式完成後、
事前に作成したＵＲＬ、ＱＲコードに紐づけします。）

 ・重複申請排除
同一メールアドレス所持者からの複数の申込を排除

します。（申込時にメールアドレス入力を必須とする
場合、同一メールアドレスから２つ以上の申請ができ
ないようにします。）
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個人の認証が必要な申請はどうするの？①

 マイナンバーカードを用いた公的個人認証機能が使えます。

 （法人は、商業登記に基づく電子証明書（登記所に申請して発行）を用いた電子申請
が可能です。）



 １ 申請者が必要な準備

 （市町村窓口で行うこと）

 ①マイナンバーカードを取得

 ②マイナンバーカードに電子証明書を入れる



 （その他準備するもの）

 ③ICカードリーダライターを準備

 （最近のスマホの場合、ICカードリーダライター搭載の機種もあり）

 （参考）地方公共団体情報システム機構 公的個人認証ポータルサイト

 https://www.jpki.go.jp/prepare/reader_writer.html/index.html


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個人の認証が必要な申請はどうするの？②

（前ページの続き）

 ④利用者クライアントソフトをインストール

 （公的個人認証ポータルサイトよりダウンロード）

 https://www.jpki.go.jp/download

 ⑤ブラウザの設定（IEの場合）

下記の ＵＲＬを参照

電子申請サービス委託業者（NTTデータ関西）のページ

https://s-kantan.jp/help/PREFYG/signature6-1-2.htm

 ⑥電子署名APのインストール

 下記のＵＲＬを参照

 電子申請サービス委託業者（NTTデータ関西）のページ

 https://s-kantan.jp/help/PREFYG/signature6-2-2.htm
22
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個人の認証が必要な申請はどうするの？③
 ２ 市町村が必要な準備

 下記①～③の前の準備：個人番号利用事務系端末を所属に設置

 ①マイナンバーカードによる申込を行う申請様式を作成

 ②特定個人情報アクセス権限を設定
（電子申請サービスの職員ページの担当者管理のページ内、担当者グループ登録画面
より設定し、担当者グループ登録後、グループに入れる担当者を設定）

 ③個人番号利用事務系端末と電子申請サービスを繋ぐＮＷ環境の整備

 （各市町村のＮＷ運用委託業者に相談願います。）



（マイナンバーカード利用対象手続き）
個人番号利用事務系端末からのみ接続可能とし、LGWAN端末から接続でき
ないよう、ＵＲＬとＩＰアドレスで制御する。

 （それ以外の手続き）
個人番号利用事務系端末、ＬＧＷＡＮ端末どちらからも接続できるよう、
ＵＲＬとＩＰアドレスで制御する。



※ネットワーク環境に設定する実際のＵＲＬ及びＩＰアドレス、ポート番号
は、「子育てワンストップサービス（電子申請サービス）の処理手順書1.4版」

（㈱NTTデータ関西 H29.6.23資料）参照（市町村の情報主管課に配布済） 23



マイナンバーカード利用手続き（子育て、介
護、被災者支援など）は、国のマイナポータ
ル（ぴったりサービス）と連携しましょう！
「R2.3.4 地方公共団体におけるオンライン利用促進指針の改訂等について
（通知）」において、地方公共団体が優先的にオンライン化を推進すべき
手続きのうち、

「b）住民のライフイベントに際し、多数存在する手続をワンストップで行
うために必要と考えられる手続」として、下記のとおり多くの手続きが対
象となっています。

子育て関係 ：15手続

介護関係 ：11手続

被災者支援関係： 7手続

（マイナポータルＨＰ）https://myna.go.jp/SCK0101_01_001/SCK0101_01_001_InitDiscsys.form
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山形県のマイナポータル（ぴったりサービス）
連携状況（R2.9.30時点）８市町村／35市町村
（出典：マイナポータルＨＰ 対応状況より）
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マイナポータルと電子申請サービスの連携手順１

 ①Ｐ２３の市町村が必要な準備を完了する。

 【以下②～⑨で疎通確認実施】

 ②マイナンバーを利用しない手続きに係る、電子申請様式のＵＲＬ（申請者側）
を、マイナポータル（管理者側画面）で設定した同手続の関連リンクの項目
に貼り付ける。

 ③マイナポータル（申請者側）から、②で貼り付けた電子申請様式のリンクをク
リックし、電子申請サービスとの疎通確認を行う。（申請者側からの疎通確認
なので、インターネット端末から実施する。）

 ④マイナンバーを利用する手続きに係る、電子申請様式のＵＲＬ（申請者側）
を、マイナポータル（管理者側画面）で設定した同手続の関連リンクの項目
に貼り付ける。

 ⑤マイナポータル（申請者側）から、④で貼り付けた電子申請様式のリンクをク
リックし、電子申請サービスとの疎通確認を行う。（申請者側からの疎通確認
なので、インターネット端末から実施する。） 26



マイナポータルと電子申請サービスの連携手順２

 ⑥所属の個人番号利用事務系端末から、マイナンバー利用手続きに
係る電子申請サービスのＵＲＬ（管理者側）を入力し、電子申請
サービスとの疎通確認を行う。

⑦所属のＬＧＷＡＮ接続系端末から、マイナンバーを利用しない手
続きに係る電子申請サービスのＵＲＬ（管理者側）を入力し、電
子申請サービスとの疎通確認を行う。

⑧所属の個人番号利用事務系端末から、マイナンバーを利用しない手
続きに係る電子申請サービスのＵＲＬ（管理者側）を入力し、電
子申請サービスとの疎通確認を行う。

⑨所属のＬＧＷＡＮ接続系端末から、マイナンバーを利用する手
続きに係る電子申請サービスのＵＲＬ（管理者側）を入力し、電
子申請サービスと接続できないことを確認する。
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マイナポータルと電子申請サービスの連携手順３

 【以下⑩～⑫で電子署名を用いた連携テスト】

 （申請者側）

 ⑩Ｐ２１～２２の申請者側で必要な準備を、市町村でも実施。
（マイナンバーカード、ＩＣカードリーダ、クライアントソフトのインス
トール等）

 ⑪電子申請サービス（申請者側）のページから、マイナンバーが必要な手続
を選択し、電子署名を用いた、申請が可能か確認する。

（管理者側）

 ⑫所属の個人番号利用事務系端末から、電子申請サービス（管理者側）の
ページにログインし、⑪で申請あったデータの電子証明書を確認する。

※詳細手順は「子育てワンストップサービス（電子申請サービス）の処理手順書1.4版」参照
（㈱NTTデータ関西 H29.6.23資料）（市町村の情報主管課に配布済）
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機能豊富で、便利そう！
・・・だけど、お高いんでしょ？

現在県で契約している電子申請サービスを用

いて、県及び市町村の各手続所管課が、行政

手続きをオンライン化する場合、導入費用は

かかりません！
※ただし、マイナンバーカード利用手続きは次ページに記載した費用がかかる場合があります。
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特別な機器の導入は必要ないの？

現在県で契約している電子申請サービスは、株式会社ＮＴＴデータ
関西が提供するＬＧＷＡＮ－ＡＳＰであり、マイナンバーカードを
活用する手続き以外であれば、特別な機器は必要ありません。

ＬＧＷＡＮとインターネットに接続できるＰＣがあればすぐに使用
できます。

※マイナンバーカードを活用する手続きの場合は、以下の費用がかかる場合があ
ります。

・ＩＣカードリーダライタの購入

・個人番号事務系接続ＰＣの準備など

（ＰＣ本体、指紋認証機器の購入、ＮＷ設定にかかる業者への委託費用など）

30



そもそも、手続き所管課や地域住民からオン
ライン化のニーズがないんだけど・・・。

（オンライン化を必要としない理由として考えられるもの）

・住民は高齢者が多く、ＰＣ、スマホによる申請に抵抗が
ある方が多く、オンライン化は困難。

・年間の申請件数が少なく、窓口での手続きで十分対応で
きているので、必要性を感じない。

・オンラインでの申請を受け付けると、窓口、電話以外に
管理する部分が生じ、業務量が増える。

31



じゃあオンライン化、いつやるか？

（なぜ、今なのか？）

・新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、三密の回避、対面の削減等が求められ

ている状況。

⇒行政手続きのオンライン化に対する、住民、各手続所管課の理解を得る好機。

・ＩＣＴ関係に不慣れな高齢者も、コロナの情報には敏感。感染拡大対策と

して、オンライン化への理解が得やすい時期。

・各手続所管課も、オンライン化をする理由付けとして十分な材料となる。

32

今でしょ！



まずは、どこから始めよう？

 簡単そうな所から始めましょう！

 まずは、職員、住民双方で電子申請への抵抗感をなくすこ
とが、スタートです。

 （ステップ例）

 ①内部の職員向けアンケート、研修会の申込

 ↓

 ②住民向けイベント申込、アンケート集計

 ↓

 ③各種申請、届出（マイナンバーを利用しない手続き）

 ⇒職員採用試験申込、水道使用開始、犬の登録申請など

 ↓

 ④各種申請、届出（マイナンバーを利用する手続き）

 ⇒児童手当関係、介護関係、被災者支援関係など
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まずは、各市町村の情報主管課に相談し
ましょう！

情報主管課、各手続所管課が相談し、でき
ることから実践していくことで、オンライ
ン化の事例が積み上がり、市町村内のオン
ライン化が一層進んでいきます。
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【併せてご紹介】
施設予約サービスについて

・県、市町村施設の利用予約、空き状況の照会ができるサービス

・施設予約サービスは、インターネットＡＳＰで、申請者側画面、
管理者側画面、いずれもインターネット側で処理します。

・こちらも新規利用にあたり、費用は不要！

35

施設予約サービス（利用者側画面） 施設予約サービス（管理者側画面）



繰り返しになりますが・・・。

行政手続きのオンライン化に必要なことは、

①県または各市町村の情報主管課に相談すること。

②簡単そうなところから、始めること。

 まずは、職員及び住民のオンライン化への抵抗

 感をなくしましょう！
36



電子申請サービス、施設予約サービスの
お問い合わせ先

山形県みらい企画創造部 ＩＣＴ政策推進課
電子県庁・基幹ネット担当

電話：０２３－６３０－３１９９
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市民課窓口への
キャッシュレス決済の導入について
（ＱＲコード決済）

令和２年１２月２２日（火）

南陽市 みらい戦略課
課長補佐（広報情報担当）

佐野 毅

第２回 「山形デジタル道場」 ～コロナ下における必要最小限の接触への取組み～
デジタル化取組み事例紹介（南陽市）



■ ＱＲコード決済は、会計窓口にＱＲ
コードを提示し、支払う際にスマート
フォンでＱＲコードを読み取り、金額
を入力して、支払うことができる

■ 紙幣・貨幣を介しての新型コロナ
ウイルス感染症対策に効果

南陽市では、今年１０月１日より、市民課窓口で
の証明書等交付手数料の支払いにキャッシュレ
ス決済（ＱＲコード決済）を導入 東北初！



【導入までの経過】

５月 新しい生活様式に電子決済が示される

７月 ＬＩＮＥＰａｙ、ＰａｙＰａｙに直接連絡

８月 加盟店の申込み

９月初旬 ＱＲコード決済のスターターキットが届く

９月下旬 市民課窓口での試験運用

１０月１日 本格運用を開始



【導入のきっかけ】

■ 今年５月、新型コロナの第２波、第３波に備え、市民が市役

所に来る機会を減らすため、証明書のオンライン申請に取り

組むよう市長からの指示

■ マイナンバーカードによるコンビニ交付は実施しておらず、

証明書を得るために、市役所へ来なければならない



■ オンライン申請は、スマホで申請を受付、マイナンバーカー

ドの公的個人認証サービス（JPKI）で本人確認し、クレジット

カードで支払いを行い、郵送で自宅に証明書が届くというもの

■ オンライン申請の導入により、来庁者を減らすことが出来、

又、マイナンバーカードの利用拡大にもつながる



そこで、課題となったのが、

■ ①証明書の交付手数料をクレジットカードで支払うことが

できるのか

■ ②一般に、クレジットカード払いでは、申請者が支払った手

数料を月末締めで入金する際に、決済手数料を差し引いて入

金するというもの

⇒ 会計処理上、①と②はできるの？ という疑問！



調べると・・・、

平成31年3月29日 総行行第102号 総務省自治行政局行政課

長通知により、電子マネーを利用した公金の収納については、

■ ①電子マネーの決済事業者を当該指定代理納付者として指

定することにより、その活用が可能である

■ ②決済業者に支払う手数料も、導入の効果と経費を比較検

討するなどの上、適切に決定すべきである



▶ 証明書交付手数料の電子マネー払いが出来る!!

ことが判明 !!

■ もしかしたら、市民課の窓口でキャッシュレス決済ができ

るかも？！

■ 西日本では、すでに窓口でキャッシュレス決済を行ってい

る自治体がある！



■ ＱＲコード決済は、ＱＲコードをスマホで読み取るだけで決

済が可能。 専用機器がいらず、無料で始められる！

■ PayPay、ＬＩＮＥＰａｙでは、決済手数料が無料のキャン

ペーンをしている

■ 即、市長に 『ＱＲコード決済は、今なら完全に無料ではじめ

られますので、導入してよいですか』 と提案



市民課窓口でＱＲコード決済を導入す

ることが決定！



【PayPay、LINEPayの決定】

■ 多くのＱＲコード決済事業者がある中で、何故、PayPay

とLINEPayの２つの決済業者を選んだか？

・決済事業者毎に入金処理が必要になる

多く導入してしまうと ⇒ 事務処理が煩雑になる

・スタートは小さく始めたい

⇒ 市と関係がある決済事業者ではじめる



■ PayPay

同じソフトバンクグループのヤフー株式会社と「災害に係る情

報の発信等に関する協定」を締結

■ LINEPay

昨年度、ＬＩＮＥ社とSNSを活用した課題解決の取組みを行い、

公式アカウントを３月に開設。 LINEを使った子育て相談や、

防災情報の発信、LINEを使った申請など、新しいプラット

フォームとしてＬＩＮＥを活用している



【今後の展開】

■ 現在のＱＲコード決済の利用者は、１０人に一人程度

■ クレジットカード決済や電子マネーの方が、キャッシュレス

決済利用者が多い

ただし、導入には、専用の読み取り装置や対応レジが必要に

なることも。また、決済手数料の高さも課題

⇒ ＱＲコード決済の利用状況を見て判断したい



【その他の取り組みをご紹介】

■ 「避難所の状況ＷＥＢアプリ」

新型コロナウイルス感染症対策として、各指定緊急避

難所の開設状況や避難者数、避難所の混雑状況等を

お知らせすることで、密を避け、迅速な避難につなが

るよう避難所の情報をＷＥＢアプリで提供しています

このアプリを使い、若い人、車を持っている人など

に、空いている避難所に避難していただき、高齢の方、

足の不自由な方が近くの避難所に避難できるように

誘導することがねらいです



■ＷＥＢアプリの仕様

・データの場所：グーグル社のスプレッドシートを利用している

為、インターネットに接続できれば、どこからでも更新が可能

・収容可能人数を設定し、避難者の割合（３段階）で

アイコンとメッセージを自動で表示

初期設定（割合、メッセージは可変）

０～８５％未満： 「避難可能です」

８５％以上、９５％未満： 「大変混み合っています」

９５％以上： 「他の避難所に避難ください」



■他自治体様へアプリの提供

・スプレッドシートの『避難所の名称、住所、収容人数』の修正

のみで、利用が可能です

・興味のある方は、総合防災課まで お問い合わせください

市民向け公開用アプリ 避難所対応職員入力用アプリ


	01_第2回次第
	02_【山形県】行政手続きのオンライン化に向けた「やまがたe申請」の活用について
	03_【南陽市】第2回山形デジタル道場事例紹介

